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隔函露語回国＼iS 
会　地域で作る福祉の紺 
輔　　　弼・文琵∴地厚壮観報郡 

町内会加入世帯数　5264世帯

100年たっても笑顔
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l尾長小学校1。。周年を祝う会の様子（ ���������10／’20） ��� 苫 
尾長小学校は、1917年（大正6年）8月、荒

神町小学校から分離開校しました。今年度、創立

100周年を迎え、これまでに17，728名の児童

が卒業していきました。

本校の伝統は、様々な「違い」を「豊かさ」に変

えるところです。子どもたちは、それぞれの違った

個性を一生懸命受け入れてきました。その過程が、

豊かな学びとかかわりを生み、尾長の風土を育んで

います。多くの違う考えが子どもの成長や地域の発

展の大きな力となっているのだと思います。

昨年度、児童から募集した「100周年の歌」の歌

詞に、「100年たっても笑顔」という言葉がありま

した。100年前から、そして、100年後も、尾長

小学校は、ずっとこの場所で尾長のまちを見守って

います。

「いのちを大切に　自分の　ひとの　ものの」こ

の校訓に込められた思いや願いを、大切にし続けて

いきたいと思います。

これからも、尾長小学校へのご支援、ご協力をお

願い申し上げます。

尾長小学校　校長　熊谷謙次郎

祝賀会の様子（10／20）
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エキキタカラフマルシェ　大賑わい

10月29日（日）JR南北自由通路全面開通の一

環として、二葉の里、シリブカ公園からJR病院北

側の有効空地で地域の民間業者などがイベントを

開催し食べ物や雑貨などを販売するマルシェ（マー

ケット）約30ブースが並びました。
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愛宕町内会

の雑貨他2

店、連合町内

会からも出

店し、地域の

美味しい物

代表として

は、行森商店

から「鎮守の杜おいしいおはぎ」を販売しました。

午前中は大雨の中にもかかわらずたくさんの方に

来ていただき、午後2時には完売しました。そのこ

ろには雨もすっかりあがり、イベント中に松出東区

長、松井市長、湯崎県知事も視察され、終日大賑わ

いで盛り上がった一日でした。

尾長地区連合町内会　幹事　山本　眞樹

尾長天満宮奉納相撲大会

10月21日（土）尾長

天満宮秋季大祭では、初め

ての「子ども神輿」を企画

していました。

残念ながら、少し前に降

り出した雨で、神輿を担いで街を練り歩くことはで

きませんでしたが、前日からのテントとブルーシー

トの雨対策で、相撲大会は無事に開催されました。

熊谷校長先生の行司で始まった相撲大会は、雨の

中熱戦が繰り広げられ、子ども達の声援が響き渡り

ました。
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『災害相互応援能力協定』調印式

災害相互応援協力協定調印式　11月22日（水〉
社会福祉法入着登園老人ホーム
尾長地区自主防災連絡脇純金

社会福祉法人寿老園

老人ホームと尾長地

区自主院災連絡協議

会は、特別養護老人ホ
ームあけぼの寿老園

にて、寿老園理事長武村浩司氏と自主随会長原田幹

太氏により『災害相互応援協力協定書』に調印致し

ました。東　　　　　　　一一㌫十

区役所より

副区長他2

名、東消防

署より署長

曾綱　紀 ��� 
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他3名が列席の上、寿老園役員、尾長地区自主防災

委員を含め総勢20余名にて無事調印式が執り行

われました。これにより今後、共同の隋災訓練など

を行い、両者協力して災害に強い町作り体制を始め

ることとなりました。

尾長地区自主防災連絡協議会事務局長佐藤　陸

生
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第31回高齢者ふれあいまつり

10月27日（金）高齢者ふれあいまつりが東区

福祉センターで開催されました。参加された高齢者

の方は125名で、賑やかな会になりました。

尾長地区社協

の森平会長の挨

拶に始まり、わか

くさ保育園の園

児達が歌や踊り

を披露してくれ
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ました。元気いっぱいの声と、呼子を鳴らしながら

の踊りは、大変盛り上がりました。手作りペンダン

トと肩たたきのプレゼントもあり、皆さんとても嬉

しそうでした。

次は「お口は健康

の入り口」と題して、

光町の野村歯科医

院の野村登志夫先

生に、お口のケアの

大切さと、お口の健

康が長寿に繋がるお話をいただきました。

美味しいお弁当の後は、プレゼントとして小学生

からのメッセージ、中学生からの手作りしおりの他、

女性会から渡されたワンポイント付きポーチは、い

きいきポイント手帳に使ってほしいとの事でした。

また、尾長老人クラブからハンカチのプレゼントも

ありました。
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午後からの女性会

尾長エンジェルによ

る「ラテンダンス」

に会場も元気の良い

歌声が広がりました。

またフラダンスの艶やかな踊りでは、その華やかさ

に見入り、町内会長

の皆さんが一緒に

参加された時は、ぎ

こちない踊りに笑

顔も広がり、楽しい
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ひと時でした。続いて、参加者の余興では、小柳さ

んのカラオケ、宮津さんのダンスが披露されました。
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マリンバ奏者石井さんの軽やかな演奏では、知って

いる曲もたくさんあり、とても好評でした。社協有

志による寸劇「見守りで繋ぐ、地域の絆」では、高

齢者見守りネットの内容を楽しく分かりやすく説

明し、この活動をもっと利用してほしいと伝えまし

た。

最後にお楽しみ抽選会をし、民生委員協議会の原

田会長が、「是非来年もお元気で高齢者ふれあいま

つりにご参加ください」と挨拶され、参加者は「ま

た来年も来るね」と会場を後にされました。
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